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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
市
政
の
推
進
に
深
い
ご
理

解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
地
方
創
生
に
向
け
た
取

り
組
み
、新
庁
舎
建
設
工
事
の
着
工
な
ど
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
積
極
的
な
企
業
誘

致
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
北
広
島
輪
厚
工

業
団
地
は
、
平
成
26
年
12
月
に
全
て
の
宅

地
造
成
が
完
了
。
順
調
に
企
業
進
出
が
決

平成29年春の開庁に向けて新庁舎建設工事を進めています平成29年春の開庁に向けて新庁舎建設工事を進めています

定
し
、
販
売
面
積
は
全
体
の
87
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
早
期
完
売
に
向

け
て
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
広
島
ふ
る
さ
と
祭
り
を
は
じ

め
、
北
の
酒
ま
つ
り
in
き
た
ひ
ろ
し
ま
、

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ア
ー
、
北
海
道
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
な
ど
、
魅
力
あ
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
や
、
に
ぎ
わ

い
の
創
出
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

地
方
創
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
わ
が
国

が
人
口
減
少
社
会
へ
突
入
す
る
な
か
、
地

方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
踏
ま
え
た
独

自
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
市
も
平
成
19
年
を
ピ
ー
ク
に
、
緩
や

か
に
人
口
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
子
育

て
支
援
や
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
既
存
の

事
業
に
加
え
、
市
内
に
初
め
て
住
宅
を
購
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結
び
に
、
本
年
は
平
成
８
年
９
月
の
市

制
施
行
か
ら
20
周
年
の
節
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
明
治
17
年
、
一
村
創
建
を
目
指
し

た
和
田
郁
次
郎
翁
ら
広
島
県
人
25
戸
１
０

３
人
に
よ
っ
て
、
開
拓
の
鍬く

わ

が
入
れ
ら
れ

ま
し
た
。
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
り
、
今
日
の
北
広
島
市
の
礎
が
築
か
れ

て
お
り
ま
す
。先
人
た
ち
の
意
思
を
継
ぎ
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
着
実
に
成
長
す
る

ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
引
き
続
き
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

北
広
島
市
長上

野
　
正
三

ことしも引き続き、笑顔あふれるまちづくりに取り組んでいきます

入
し
定
住
さ
れ
る
子
育
て
世
帯
を
助
成
す

る
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ
ー
ム
支
援
事
業
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成

26
年
度
に
は
、
５
年
ぶ
り
に
転
入
者
の
数

が
転
出
者
の
数
を
上
回
る
社
会
増
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
も
引
き
続
き
、

定
住
人
口
の
増
加
に
向
け
て
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
人
口
減
少
問
題
を
克
服
す

る
た
め
の
指
針
と
な
る
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
、
地
方
版
総
合
戦
略
を
作
成
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
市
の
特
性
を

最
大
限
に
生
か
し
た
施
策
を
、
行
政
と
住

民
、
企
業
な
ど
が
一
丸
と
な
っ
て
考
え
、

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

29
年
春
の
開
庁
に
向
け
た
建
設
工
事
を
、

昨
年
９
月
に
開
始
し
ま
し
た
。
工
事
期
間

中
は
、
皆
さ
ま
に
は
何
か
と
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
作
成
し
ま
し
た
。総
合
戦
略
で
は
、

平
成
27
〜
31
年
度
の
５
年
間
の
目
標
や
基
本

的
な
方
向
、
施
策
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
出
生
率
の
向
上
や
定
住
人
口
の

増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

同
時
に
、
人
口
減
少
に
即
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
で
あ
る
北
広
島
団
地
地
区
の
活

性
化
や
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
日
本
の
人

口
減
少
は
、
今
後
加
速
度
的
に
進
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
国
を
挙
げ
て

人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
人
に
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。人
口
減
少
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、

２
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

1
合
計
特
殊
出
生
率
が
１
・
09
と
極
め
て
低
い　

　

北
海
道
の
平
均
は
１
・
25
。
道
内
35
市
で

は
江
別
市
の
１
・
06
、
札
幌
市
の
１
・
08
に

次
い
で
低
い
（
平
成
20
〜
24
年
の
平
均
）。

＊
合
計
特
殊
出
生
率
と
は
、
１
人
の
女
性
が

一
生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の
平
均
数
の
こ
と

で
す
。

2
　

20
代
の
転
出
者
が
多
い　

　

男
女
と
も
に
、
就
職
・
進
学
な
ど
で
東
京

圏
や
札
幌
市
に
転
出
す
る
傾
向
が
強
い
。

　

そ
こ
で
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
改
善
と
転

入
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
平
成
52

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
10
年
後
、
20
年
後

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
が
、
地
方
創
生
を

■人口の推移（人）平成22年までは国勢調査、32年以降は国立社会
保障・人口問題研究所の推計（平成25年３月）

０～
14歳

15～
64歳

65歳
以上

２

10,174

47,758

32,827

4,757

平成

57,731

40,198

8,795

8,738

12

60,353

38,717

8,083

13,553

22

57,547

32,314

6,084

19,149

32

52,732

27,958

4,652

20,122

42

46,784

22,279

20,577

3,928
52 年

推計

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
当
市
の
人
口
の
現

状
と
将
来
の
展
望
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

当
市
の
人
口
は
、
平
成
19
年
６
月
の
６
万

１
１
９
９
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
27

年
11
月
に
は
５
万
９
３
２
５
人
と
な
り
ま
し

た
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
に
よ
る
と
、
52
年
に
は
、
４
万
６
７
８

問合せ　政策推進室企画課
　　　　（☎372-3311・内線741）

年
の
人
口
は
、
推
計
よ
り
約
４
５
０
０
人
多

い
将
来
展
望
と
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
が
進
む
と
、
経
済
規
模
の
縮
小

や
税
収
の
減
少
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
影
響
が
出

て
き
ま
す
。
課
題
に
対
す
る
認
識
を
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■人口の将来展望（人）

２平成 ７

5万

6万

12 17

60,353

22 27 32 37 42 47

46,784

51,401

52 年

平成22年まで…　　国勢調査
平成27年以降…　　市独自推計
　　　　　　　　　国立社会保障・
　　　　　　　人口問題研究所推計

約4,500人
の増加
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＊仕事と生活の調和。仕事上の責任を果
たすとともに、家庭や地域活動など、個
人の時間も持てるようにすることです。

基本目標３

自分のまちに
　興味を持って

基本目標１ 基本目標２

基本目標４時代に合った魅力的な
　まちをつくる

子どもを産み育てたいと
　いう希望をかなえる

北広島市への新しい人の
　流れをつくる

チャレンジできる環境を
　つくり、起業と雇用を
　促進する

　市民委員として会議に参加しまし
た。駅前には中心となるものや、に
ぎわいが少ないと感じています。イ
ベントで道外から参加者が来ても、
終わると札幌などへ行ってしまうそ
うです。せっかく人を呼び込んで
も、通過地点となってしまうのは残
念ですね。とどまってもらえるよう
な仕掛けが必要だと思いました。
　他にも、住んでいるのに知らない
ことがたくさんあると気付きました。
皆さんも自分のまちに興味を持って、
将来を一緒に考えてほしいですね。

日
時　

１
月
22
日
㈮　

午
後
６
時
か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

基
調
講
演
「
地
方
創
生
の
実
現
に
向

け
て
。
人
口
減
少
時
代
に
挑
む
！
」
な
ど

講
師　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
推
進
会
議
会
長　

山
本
一
彦
さ
ん

申
込
期
限　

１
月
15
日

総合戦略の閲覧場所　担当課と各出張
所、団地住民センター、エルフィンパ
ーク、図書館、中央公民館、夢プラザ
＊市ホームページ「パブリックコメン
ト」でもご覧になれます。
提出期間　１月４日～２月２日

小野麗子さん　宍戸圭子さん

　総合戦略作成のために提案
を行った、まち・ひと・しご
と創生総合戦略推進会議の委
員にお話を伺いました。

提出方法　自由様式で住所・氏名・電
話番号・意見を記入し、直接か郵送、
ファクス、電子メール
提出先　企画課（〒061-1192住所不要・
FAX372-3850、電子メールkikaku@city.
kitahiroshima.hokkaido.jp）

●親世代との同居や、近くで暮らす
　近居のための住宅取得を支援

●北広島市に来ることを促すような、
　ふるさと納税の返礼品を導入

●人材育成を目的とした奨学金制度
　の創設

●大志を抱く方たちの起業を支援

●商品開発など、農業を核とした新
　たな取り組みを支援

●市内企業と連携した雇用の促進

●「北広島団地」という呼び名を見
　直し、若い世代の感性に響くイメ
　ージ戦略を推進

●住み替えや空き家の流動化を促進

●小中一貫教育など、特色ある教育
　環境の推進

●都市のコンパクト化と、公共交通
　ネットワークの形成に向けた計画
　を作成

●結婚を希望する方へ、出会いの場
　を創出
●妊婦の定期健診に掛かる通院費用
　を支援
●不妊治療に掛かる費用を支援
●ワーク・ライフ・バランス

＊

に取り
　組む企業を支援
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給
与
所
得
者
や
公
的
年
金
等
の
受
給
者

な
ど
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
が

本
来
納
め
る
べ
き
額
よ
り
も
多
い
方
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ

ま
す
。

●
給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
て

い
る

●
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
給

　

１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
得
た
所
得
金

額
と
、
こ
れ
に
対
す
る
所
得
控
除
額
な
ど

を
基
に
所
得
税
額
を
計
算
し
、
源
泉
徴
収

税
額
な
ど
と
の
過
不
足
を
精
算
す
る
手
続

き
で
す
。
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
札

幌
南
税
務
署
が
提
出
先
で
す
。

◆
給
与
所
得
が
あ
る
方

◆
給
与
所
得
や
公
的
年
金
等
以
外

　
の
所
得
が
あ
る
方

　確定申告と住民税申告は、所得税
や住民税、国民健康保険税などに影
響する大切な手続きです。

◆問合せ

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の

合
計
が
、
20
万
円
を
超
え
て
い
る

●
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、

年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金

額
と
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
が
、20
万
円
を
超
え
て
い
る

●
扶
養
や
社
会
保
険
料
な
ど
の
控
除
を
追

加
・
変
更
す
る
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る

な
ど
、
給
与
の
年
末
調
整
の
内
容
に
変
更

が
あ
る

額
が
20
万
円
以
下
の
方
は
、
確
定
申
告
が

不
要
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付
や

住
民
税
の
各
種
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

申
告
が
必
要
で
す
。

月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
税
務
署
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
申

告
書
を
作
成
し
た
方
に
は
、
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

申
告
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保

険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
の
適
正
な

算
定
、
軽
減
措
置
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
公
的
年
金
等
の
所
得
が
あ
る
方

●
公
的
年
金
等
の
所
得
金
額
か
ら
所
得
控

除
を
差
し
引
い
て
税
額
計
算
を
し
た
結
果
、

納
め
る
税
額
が
あ
る

＊
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
、
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
金

　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
合
計

か
ら
所
得
控
除
を
差
し
引
き
ま
す
。
そ
の

額
に
税
率
を
か
け
て
出
し
た
税
額
か
ら
配

当
控
除
を
差
し
引
い
て
、
残
額
が
あ
る
方

は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
配
布
し
ま
す
。
郵
送
は

し
ま
せ
ん
。

場
所　

市
役
所
税
務
課
と
各
出
張
所
、
団

地
住
民
セ
ン
タ
ー
連
絡
所
、
エ
ル
フ
ィ
ン

パ
ー
ク

＊
昨
年
、
確
定
申
告
を
し
た
方
で
、
今
年

も
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
１

　

住
民
税
額
を
決
め
る
資
料
と
し
て
、
所

得
や
各
種
控
除
を
１
月
１
日
現
在
の
住
所

地
の
市
町
村
に
申
告
す
る
手
続
き
で
す
。

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
北
広
島
市

に
住
ん
で
い
た
方
は
、
原
則
と
し
て
申
告

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
不
要
で
す
。

❶
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

❷
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

❸
公
的
年
金
等
の
所
得
だ
け
で
、
年
金
保

険
者
か
ら
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る

＊
❷
・
❸
の
場
合
で
も
、
社
会
保
険
料
控

除
や
医
療
費
控
除
な
ど
各
種
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

確定申告について
…札幌南税務署（☎555-3900）
住民税申告と市内の申告会場について
…市役所税務課（☎372-3311・内線830）
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　例年申告会場となっていた中
央会館は、市役所新庁舎建設の
ため会場を設けることができな
くなりました。ことしの申告日
時・会場は、昨年と大きく変わ
っています。ご注意ください。

　申告書は、国税庁ホームページ
「確定申告書等作成コーナー」で
作成し、郵送で提出することもで
きます。平成27年分からは、給与
所得者や公的年金所得者向けの申
告書作成画面も設けました。

　　必要書類など
収入確認
のため

●源泉徴収票の原本

社会保険
料控除

●国民健康保険税・後期高齢者医療保険
料・介護保険料の領収書
●国民年金保険料の控除証明書
＊源泉徴収票に記載されている場合は不
要です。

生命保険
料控除

●生命保険料の控除証明書

地震保険
料控除

●地震保険料の控除証明書

障害者控除 ●身体障害者手帳や療育手帳など
●障害者控除対象者認定書（介護保険の
要介護認定者のうち、対象となる方）

医療費控除 ●医療費の明細書（医療費や通院に利用
した公共交通機関の交通費などを、病院・
薬局ごとに集計したもの）
●平成27年１月～12月に支払った病院や
薬局、介護保険サービスの領収書・レシ
ート

住宅借入
金等特別
控除

●住民票（１月１日以降に交付されたも
の）
●登記の全部事項証明書（土地・家屋）
●土地売買契約書・工事請負契約書の写し
●借入金の年末残高証明書（土地・家屋）
●増築の場合は、建築確認済証か検査済
証の写し、増改築等工事証明書のいずれか
●改築の場合は、増改築等工事証明書
＊認定長期優良住宅と認定低炭素住宅は、
別途書類が必要です。市ホームページ「く
らしの情報→税金→個人市民税」をご覧
になるか、お問い合わせください。

寄附金控除 ●寄付した先からの領収書など
税金が還付
になる方

●銀行などの口座情報（申告者本人名義
のもの）

その他 ●印鑑（認め印可。スタンプ型のインク
浸透印は不可）

日程　２月16日㈫～３月15日㈫
　　　（土・日曜を除く）

　公的年金等の収入金額の合計が400万円以下で、
公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円
以下の場合、所得税及び復興特別所得税の確定申
告は不要です。ただし、源泉徴収された税額の還
付を受ける場合などは、確定申告をすることがで
きます。
　税務署への申告が必要ない場合でも、住民税申
告は必要な場合があります。住民税については、
市役所税務課にお問い合わせください。

北広島市の申告相談期間

　　　日時
芸術文化ホール活動室 ２月２日㈫～５日㈮

午前９時30分
〜

午後４時
石狩教育研修センター ２月22日㈪・29日㈪、３月７日㈪
団地住民センター ２月９日㈫・10日㈬

広葉交流センター ３月８日㈫～11日㈮ 午前９時50分～午後４時
西の里会館 ２月23日㈫～26日㈮

午前９時30分
〜

午後４時

夢プラザ ３月１日㈫～４日㈮
大曲ふれあいプラザ ２月８日㈪・15日㈪
大曲会館 ２月16日㈫～19日㈮
農民研修センター ２月12日㈮
＊午前11時30分～午後１時は受け付けを休みます。
＊駐車場は混雑します。公共交通機関で来てください。
＊譲渡所得・山林所得・贈与税・相続税の申告や相談は
受け付けません。札幌南税務署で申告してください。
＊市内にお住まいの方が対象です。市外の方は、お住ま
いの市区町村か所轄の税務署にお問い合わせください。
＊不動産所得などの収支内訳書は作成しません。事前に
作成してきてください。
＊医療費控除に使用する領収書などの返還
が必要な方は、切手を貼り付けた返信用封
筒を提出してください。

　開場時間前は入場
できません。また、
会場は大変混雑しま
す。時間に余裕を持
って来てください。

時間　午前９時～午後５時
＊申告書の作成には時間がかかり
ます。午後４時ごろまでに来てください。混雑している
場合は、早めに受け付けを終了することがあります。
会場　札幌南税務署（札幌市豊平区月寒東１条５丁目3-4）
必要書類　前年の申告書・収支内訳書の控え、収入・経
費が分かる書類、所得控除に必要な書類、印鑑、確定申
告のお知らせ（届いている方だけ）など
＊駐車場が大変狭く、駐車待ちの渋滞により長時間待つ
ことが予想されます。公共交通機関を利用してください
（地下鉄東豊線「月寒中央駅」１番出口から徒歩７分）。

日曜の申告は
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小
学
校
に
写
真
を
寄
贈
　
　

　

市
内
の
全
小
学
校
に
、
生
き
生
き
と

し
た
野
鳥
や
エ
ゾ
リ
ス
の
写
真
が
飾
ら

れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が「
こ
の
鳥
、

見
た
こ
と
あ
る
！
」
と
言
っ
て
、
興
味

深
く
見
入
っ
て
い
る
そ
う
。
写
真
を
寄

贈
し
た
の
は
鈴
木
立
士
さ
ん
。
野
鳥
の

写
真
を
撮
り
続
け
、
写
真
道
展
に
６
年

連
続
で
入
賞
し
て
い
る
写
真
家
だ
。

   

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
管
理
棟
や

札
幌
の
森
林
総
合
研
究
所
標
本
館
な
ど

に
も
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

自
然
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に

　

小
学
校
に
計
１
０
０
枚
の
写
真
を
寄

贈
し
た
の
は
４
年
前
。
子
ど
も
た
ち
が

自
然
に
親
し
む
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

願
っ
た
か
ら
だ
。
年
月
が
た
ち
、
色
あ

せ
て
き
た
写
真
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
11
月
に
５
枚
ず
つ
を
新
た
に
寄
贈
。

今
回
は
野
鳥
だ
け
で
な
く
、
エ
ゾ
リ
ス

の
写
真
も
加
え
た
。
子
ど
も
た
ち
に
人

気
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

「
自
然
の
中
に
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
発
見
が
あ
り
ま
す
。
家
の
中
で
ゲ
ー

ム
ば
か
り
し
な
い
で
、
外
に
出
て
鳥
や

昆
虫
、
植
物
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
知
識
と

な
っ
て
身
に
付
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
」。

に
こ
や
か
に
話
し
た
。

　

札
幌
の
小
学
校
で
写
真
撮
影
に
つ
い

て
教
え
る
活
動
も
し
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
の
覚
え
は
早
く
、
中
に
は
、
野
生

動
物
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
す
る
ほ

ど
上
達
し
た
子
も
い
る
そ
う
。「
朝
起
き

る
の
が
苦
手
だ
っ
た
子
が
、
野
鳥
の
写

真
を
撮
る
た
め
、
す
ご
い
早
起
き
に
な

っ
た
と
聞
き
ま
し
た
」
と
、
う
れ
し
そ

う
だ
。

　
　

写
真
へ
の
情
熱

　

警
戒
心
が
強
い
野
鳥
の
写
真
を
撮
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
野
鳥
は
近
づ

く
と
逃
げ
て
し
ま
う
の
で
、
撮
影
場
所

に
集
ま
る
ま
で
、
何
時
間
も
前
か
ら
待

機
し
て
い
る
。
苦
労
し
て
５
０
０
枚
く

ら
い
撮
っ
て
も
、
満
足
で
き
る
の
は
、

ほ
ん
の
数
枚
だ
そ
う
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
も
積
極
的
に
応
募
し
、

被
写
体
や
背
景
、
角
度
な
ど
全
て
に
こ

だ
わ
り
、
斬
新
な
作
品
に
な
る
よ
う
心

掛
け
て
い
る
。

　
　
「
写
真
道
展
の
最
高
賞
だ
け
は
ま
だ

取
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
い
つ
か
受

賞
し
た
い
。
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
は
、

励
み
に
な
り
技
術
の
上
達
に
も
つ
な
が

り
ま
す
」。向
上
心
は
尽
き
な
い
。

　
　

北
広
島
の
自
然
に
惹ひ

か
れ
て　

　

札
幌
の
中
心
部
で
育
っ
た
鈴
木
さ
ん
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
「
自
然
の
豊

か
な
所
で
子
育
て
を
し
た
い
」と
思
い
、

北
広
島
へ
の
転
居
を
決
め
た
。
以
来
40

年
住
み
続
け
て
い
る
。

　

「
治
安
も
良
い
し
、
何
よ
り
緑
が
豊

か
で
す
。
市
内
で
も
多
く
の
写
真
を
撮

り
ま
し
た
。写
真
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
、

撮
影
に
出
掛
け
る
こ
と
も
楽
し
い
で
す

よ
」。鈴
木
さ
ん
の
写
真
は
、
こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
大
切
さ
を
教

え
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。　

小学校に飾られた鈴木さんの写真 愛用のカメラは、かなりの重量。三
脚を使わず持って撮影する時もある

すずき・たつし
松葉町在住
日本野鳥の会の会員で、日本自然保
護協会会員。北広島フォトクラブに
も所属している。珍しい野鳥の写真
撮影に成功し、たびたび新聞などに
掲載される。地域の自治会活動や学
校のＰＴＡ活動にも積極的に携わっ
てきた。
札幌の西岡公園でボランティアガイ
ドを務めている。

野鳥の写真を撮影し、
自然の大切さを伝える

鈴木　立士 さん

自然を身近に感じてほしい
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西
の
里
中
学
校
は
、
周
り
が
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
学
校
で
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

積
極
的
で
、
地
域
の
清
掃
活
動
、
交
通
安
全
運
動
、

ア
イ
キ
ャ
ッ
プ
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
）
集

め
な
ど
に
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
毎
週
水
曜
の
朝
、
生
徒
会
が
玄
関
先
で
行

っ
て
い
る
ア
イ
キ
ャ
ッ
プ
集
め
で
は
、
１
人
が
１
０

０
個
持
っ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
全
員
が
１
個
ず
つ

持
っ
て
き
て
、
１
０
０
個
集
ま
る
こ
と
を
目
標
に
呼

び
掛
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

西の里中学校２年

わたしたちの
ボランティア活動

アイキャップを持ち寄る生徒たち 諸澤紗羅さん
（生徒会長）

が
起
き
な
い
よ
う
、
コ
ー
ス
点
検
は
念
入

り
に
行
い
ま
す
。

　

総
合
体
育
館
で
は
、
道
具
の
貸
し
出
し

も
し
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
始
め
ら
れ
ま
す
。

ス
キ
ー
板
は
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
と
比
べ
幅

が
狭
く
、
ス
キ
ー
靴
は
靴
先
の
裏
に
、
板

に
固
定
す
る
金
具
が
付
い
て
い
ま
す
。
こ

の
金
具
を
板
に
は
め
、
か
か
と
は
固
定
し

な
い
の
だ
そ
う
。

　

体
育
協
会
の
谷
中
準
さ
ん
は
歩
く
ス
キ

ー
の
魅
力
を
、「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

誰
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
る
の
で
、
運

動
が
苦
手
な
人
に
も
お
勧
め
で
す
。
自
然

の
中
を
滑
る
と
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り

　

北
広
島
市
で
は
、
歩
く
ス
キ
ー
が
盛
ん

で
す
。
市
内
に
あ
る
２
つ
の
高
校
で
も
、

40
年
ほ
ど
前
か
ら
授
業
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

体
育
協
会
で
は
毎
年
２
月
ご
ろ
、「
歩
く
ス

キ
ー
教
室
」
と
「
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
」

を
開
催
。
今
年
か
ら
は
、
競
技
会
場
が
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に
変
わ
り
ま
す
。

　

歩
く
ス
キ
ー
教
室
で
は
、
総
合
体
育
館

裏
に
作
っ
た
平
ら
な
コ
ー
ス
で
基
礎
練
習

を
し
ま
す
。
次
に
、
緩
や
か
な
起
伏
が
あ

る
コ
ー
ス
で
練
習
し
、
最
後
は
歩
く
ス
キ

ま
す
よ
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
寒
さ
に
負

け
ず
、
歩
く
ス
キ
ー
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ー
の
集
い
に
参
加
し
ま
す
。

　

歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
で
は
、
10

㎞
の
コ
ー
ス
を
滑
り
、
完
走
を
目

指
し
ま
す
。
例
年
１
０
０
人
以
上

い
る
参
加
者
は
、
冬
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
自
然
を
満
喫
し
、
ゴ
ー

ル
に
用
意
さ
れ
た
温
か
い
豚
汁
と

お
に
ぎ
り
で
疲
れ
を
癒
や
す
の
だ

そ
う
。

　

コ
ー
ス
は
体
育
協
会
と
歩
く
ス

キ
ー
協
会
が
整
備
を
担
当
。
事
故

昨年開催された
歩くスキーの集い

（上）スキー板　（下）スキー靴

NO.105
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市内でそば居酒屋を営んでいま
す。いろいろなサークルの設立
に関わったおかげで、交流の幅
が広がりました。第２の人生を
気の合う仲間と楽しく過ごし、
地域の活動にも協力したいと思
っています。

長い間、ソフトボール競技に関
わっています。陸上競技も続け
ていて、２年前マスターズアジ
ア大会・全日本選手権に出場。
2 0 0m走で銅メダルが取れてう
れしかったです。けがのないよ
う競技を続けたいですね。

北広島に住んで32年になります。
カラオケと詩吟のサークル活動
を楽しんでいます。声を出すの
は気持ちがいいし、仲間もでき
ました。大病を患ったことがあ
るので、家族と元気に過ごせる
のが一番の幸せです。

昭和19年生まれ

昨年、国勢調査員を務めました。大変
ですが、やりがいもありました。大曲
地区社会福祉委員会の会長もしていて、
ふれあい懇親会などの行事で多くの方
と交流したり、声掛け運動に参加した
りして、地域の絆を大事にしています。

昭和７年生まれ

これまで２度、命拾いをしました。戦
時中に室蘭市で激しい空襲に遭い、７
年前には、末期がんを宣告されました
が完治しました。本当に幸運だと思い
ます。今年も、趣味の野菜作りをして、
元気に過ごしたいですね。

家業の神社を継ぐため、本州から北広島に戻
り５年がたちました。神職として、誰もが気
軽に立ち寄れる場所にしていきたいと思
っています。境内は、リスや野鳥な
どが集まり、自然も豊かなんで

すよ。

昭和55年生まれ

昨年の11月に市内で引っ越しをしたばかりで
す。まだ家の周辺のことをあまり知らないの
で、あちこち見て歩いています。公共施
設や散策路が近くにあり楽しめそう
です。今年も明るく健康な生活

を送りたいと思います。

昭和43年生まれ
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今年、12歳になります。３人とも野球が大好きで、
小学２年から野球少年団に入っています。

ショートバウンドが上手
に取れるようになりたい。
苦手な科目は国語で、特
に漢字の勉強を頑張りた
いと思います。

外野から中継なしで、キ
ャッチャーまでボールを
投げられるようになりた
い。算数の勉強を頑張り
ます。

どんな打球でも取ること
ができるように、練習を
たくさんしたい。苦手な
社会科の勉強を頑張りま
す。

くよくよしないことが健康の秘けつ。
そうすれば嫌なことは去

• •
る！　人

生の区切りの年を迎えますが、ま
だまだ出発点。夢と希望を持って
楽しんでいきたいです。新年を迎
え身近な人だけでなく、世の中の
人たちが、平和に暮らせることを
願います。（北村）

毎年仲間と一緒に仮装盆踊りなど
のイベントに参加して楽しみ、賞
金は福祉のために寄付しています。
町内会のイベント運営にも積極的
に参加して、皆さんの喜ぶ顔を励
みにしています。これからも明る
く前向きに、いろいろな事に挑戦
したいです。（松本）

昭和31年生まれなので…

れからも明る
ろな事に挑戦
）

社会人になって５年目になりました。仕事の
場では、いつも「ありがとう」という言葉を、
きちんと言えるように心掛けています。
毎年、夏には父と一緒にアイス屋さ
ん巡りをしています。今年も出

掛けるのが楽しみです。

平成４年生まれ

３歳から最近までピアノを習っていました。
テレビドラマで流れた曲を弾いて楽しんでい
ます。歌も大好きで、アイドルのコンサ
ートに行きました。中学生になった
らバドミントン部に入って頑張

りたいと思います。

平成16年生まれ

明けましておめでとうございます。
14人の年男と年女の皆さんに、今年
の抱負などを話してもらいました。
今年も市民の皆さんにとって、健康
で実りある１年になりますように。
問合せ　
政策広報課（☎372‒3311・内線774）

さる
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１月から、保険や医療、福祉、税などの一部の手続きで
申請書や届出書へのマイナンバーの記載が始まります。
今後、マイナンバーが必要な手続きでは、通知カードと
本人確認書類が必要になります。個人番号カードがある
方は、本人確認書類は必要ありません。

個人番号カードを申請した方には、個人番号カード交
付通知書を郵送します。通知書が届いたら、カードを
市役所に受け取りに来てください。
原則として、申請した本人以外は受け取れません。

＊個人番号カードの作成は任意で、いつでも申請できま
す。希望する方は、通知カードに付いている申請書に規
定の顔写真を貼って、同封のカード発行センター宛返信
用封筒で郵送してください。
＊パソコンやスマートホンなどで、インターネットから
申請することもできます。

問合せ　総務課（内線677）
生
活

問合せ　環境課（内線825）
生
活

今回は、30体分を
募集します。
申し込み多数の場
合は、抽選で使用
者を決定します。

＊本申請には、住民票などが必要となります。詳しくは、
使用が決まった際にお知らせします。

慰霊堂とは、血縁を超えた方々の焼骨（遺骨）を一つの
合葬室に埋葬する墓です。市が管理するので、無縁墓と
して放置される心配はありません。

焼骨は骨壷から出して他の焼骨と一緒に
埋葬するため、後から焼骨を取り出すこ
とや、故人の名前を刻むことはできませ
ん。また、宗教性もありません。

＊支払いは１回だけで、年間管理料などは掛かりません。
＊使用を取り下げた場合、永代使用料は３年以内、永代
管理料は１年以内であれば返還します。

対象　次のいずれかに該当する65歳以上（１月31日現在）
●市内に住んでいる（住んでいた）　
●市内に本籍がある（あった）
＊北広島霊園一般墓地を使用している場合は、先に墓地
を返還する必要があります。

永代
使用料 15,000円 永代

管理料 12,000円 合計 27,000円

永代使用料・管理料

必要書類
●慰霊堂生前予約応募申込書（環境課窓口で配布）
●宛先を記入した返信用はがき（52円切手を貼り付け）
＊申込時には、自分の死後に焼骨を埋葬する方（慰霊堂
主宰者）を決めておく必要があります。

裏面

◆個人番号カード

表面

日程は決まり次第市ホームページなどでお知らせします。

◆通知カード

市内では、昨年11月に簡易
書留で郵送されました。
＊受け取れなかっ
た方は、お問い合
わせください。

あなたのマイナンバー

＊15歳未満や成年被後見人、代理人が受け取る場合は、
異なります。詳しくは、事前にお問い合わせください。

期間　１月４日～５月末の平日
時間　午前９時～午後５時
場所　市役所第２庁舎平屋
必要書類　
●個人番号カード交付通知書　
●通知カード　
●住民基本台帳カード（持っている方だけ）　
●本人確認書類

自動車運転免許証やパスポート、障害者手帳、住
民基本台帳カードなどの公的証明書
＊自動車運転免許証やパスポートなど顔写真のあ
るものは１点、健康保険証など顔写真のないもの
は２点必要です。
＊いずれも、有効期限内のものに限ります。
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募
集 問合せ　職員採用委員会（職員課内・内線727）

●直接　職員採用委員会（職員課内）
●郵送 「特定記録」で職員採用委員会（〒061-1192住
所不要・職員課内）
＊１月12日以降に投函する場合は、「特定記録・速達」で
送ってください。（１月15日消印有効）

保
健 問合せ　健康推進課（内線807）

検診（健診）
の種類

対象
（年齢は受診日現在）

受診料（自己負担額）
住民税
課税世帯

非課税世帯
か70歳以上

乳がん
（視触診とマンモ
グラフィー）

40歳以上で平成26年度未
受診の女性（２年に１回） 1,600円 500円

子宮がん
（けい部）

20歳以上で平成26年度未
受診の女性（２年に１回） 1,500円 500円胃がん

（胃バリウム） 35歳以上

大腸がん
（便の検査） 40歳以上 700円 200円

肺がん
（胸部レントゲン）40歳以上

40～64歳＝
400円

40～64歳＝
100円

65歳以上＝無料
前立腺がん
（血液検査）

40歳以上で平成26年度未
受診の男性（２年に１回） 600円 200円

骨粗しょう症
（腕のＸ線）

40・45・50・55・60・65・
70歳の女性 300円 100円

30歳代健診 30～39歳で健診を受診す
る機会がない方 3,000円 1,000円

国保30歳代健診 30～39歳の国保加入者 住民税課税世帯＝700円
非課税世帯＝500円国保の特定健診 40～74歳の国保加入者

後期高齢者健診 75歳以上
65～74歳で後期高齢者医
療保険加入者

住民税課税世帯＝500円　
非課税世帯＝無料

循環器健診 40歳以上で生活保護世帯 無料
肝炎ウイルス 40歳以上で過去未受診の

方（上記健診と同時受診） 1,000円 300円

エキノコックス症 小学３年以上 無料

日程 発車時間 乗車場所
２月
12日㈮

午前８時00分 団地住民センター
　　８時20分 農民研修センター
　　８時35分 大曲会館

15日㈪ 午前８時00分 東記念館
　　８時15分 団地住民センター
　　８時40分 大曲会館

16日㈫ 午前８時00分 東記念館
　　８時15分 団地住民センター
　　８時40分 西の里会館

20日㈯ 午前８時00分 市役所
　　８時15分 団地住民センター
　　８時40分 大曲会館
　　９時00分 西の里会館

申込み　直接、健康推進課か各出張所、団
地住民センター連絡所、エルフィンパーク
＊郵便、電話での申し込みは受け付けませ
ん。土・日曜、祝日の受け付けは、エルフ
ィンパークだけです。

２月20日は、レディース
検診です。男性は申し込
めません。

日程 会場 内容
１
次
試
験

筆記 １月30日㈯ 石狩教育研修セン
ター（共栄315）

専門試験、
作文試験、
適性検査

面接 個別面接

２次試験 ２月13日㈯
を予定

詳しくは、対象者
にお知らせします

個別面接、
身体検査

◆試験日程・会場

◆申込書の配布場所
市役所案内と各出張所、団地住民センター、エルフィン
パーク、芸術文化ホール、夢プラザ
＊市ホームページ「市役所ご案内→職員・委員等募集→
正職員」からも印刷できます。

◆受験資格
●昭和62年４月２日～平成８年
４月１日に生まれた
●保育士資格がある（平成28年
３月までに取得見込みを含む）
●地方公務員法第16条（欠格条
項）に該当しない
●採用後、市内に居住可能

●国籍は問いませんが、在留
資格で就職が制限されていな
い（採用予定日までに就職に
制限のない在留資格を取得見
込みの方は除く）。ただし、日
本国籍がない方は、採用後従
事できる職務などに一部制限
があります
●障がいがある場合、介護者
なしに業務遂行や通勤ができる

定員　各日先着50人
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